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中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向などを踏まえまして、連結、個別とも平成 19年 8月 2日の当第１四半期決算発表時に公表

いたしました平成 20年 3月期（自 平成 19 年 4月 1日 至 平成 20年 3月 31 日）の中間業績予想（以下「前

回発表予想」）を下記のとおり修正いたします。 

 

１．平成 20年 3月期 中間連結業績予想数値の修正（自 平成 19年 4月 1日 至 平成 19年 9月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 49,700 2,300 1,950 900

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 47,900 1,660 1,350 400

増 減 額（Ｂ－Ａ） △  1,800 △    640 △    600 △    500

増 減 率（％） △    3.6 △   27.8 △   30.8 △   55.6

（参考） 

前 年 同 期 実 績 

（平成 19年 3月期中間期） 

47,323 2,991 3,013 1,784

前年同期比増減率（％） 1.2 △  44.5 △  55.2 △  77.6

 

２．平成 20年 3月期 中間個別業績予想数値の修正（自 平成 19年 4月 1日 至 平成 19年 9月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 42,200 1,900 2,000 1,150

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 40,670 1,440 1,500 690

増 減 額（Ｂ－Ａ） △  1,530 △    460 △    500 △    460

増 減 率（％） △    3.6 △   24.2 △   25.0 △   40.0

（参考） 

前 年 同 期 実 績 

（平成 19年 3月期中間期） 

40,215 1,990 2,140 1,246

前年同期比増減率（％） 1.1 △   27.7 △   29.9 △   44.6

 
３．上記修正の理由は以下のとおりであります。 

 

当社グループ主力製品の窯業系外壁材（以下「外壁材」）の主要マーケットである持家の新設着工戸数は

本年 2 月以降前年比マイナス（2 月～6 月間累計△ 7.9 %）が続いておりますが、当第 2 四半期は、改正建

築基準法（本年 6 月 20 日施行）による建築確認申請手続きの厳格化に伴い建築確認審査が遅延している影

響も加わり、上記の新設着工戸数は、本年 7月以降大幅に減少（7月 前年比 △26.0 %、8月 同 △31.0 %）

しております。外壁材業界全体の出荷数量についても、当期初より低調に推移しておりましたが、当第 2四

半期は新設住宅着工戸数の減少の影響が本格化し、前回発表予想公表時の想定を上回るペースで落ち込む結

果となりました。このような厳しい環境の中にあって、当社グループは、国内の店舗・公共施設などの非住

宅や米国などの新市場の開拓に注力したこともあり、当中間期の売上高は連結、個別ともに前年同期比増収

を確保する見込みであります。しかしながら、前回発表予想対比では、予想を上回る外壁材業界全体の出荷

数量の落ち込みにより外壁材の販売数量が未達となることなどから、売上高は前回発表予想を下回る見込み

であります。 

 



以上により、営業利益、経常利益及び中間純利益は、いずれも前回発表予想を下回る見込みであります。 

なお、中間配当につきましては、期初予想のとおり、1 株につき普通配当 10 円を実施する予定でありま

す。 

 
４．通期の業績予想につきましては、現在見直しを行っており、平成 19年 11月 21日に予定しております中間

決算発表時に修正発表させていただきます。 
 

以  上 


